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表
現
力
に
磨
き
を
か
け
た

少
人
数
な
ら
で
は
の
演
奏

　

佐
呂
間
高
校
が
出
場
し
た
高
等
学
校
Ｓ

部
門
は
３
〜
15
名
で
構
成
さ
れ
る
少
人
数

部
門
。
少
人
数
で
の
合
奏
は
、
楽
器
の
編

成
や
編
曲
に
ど
れ
だ
け
ア
イ
デ
ア
を
凝
縮

さ
せ
ら
れ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
。
出

場
校
の
中
に
は
フ
ル
ー
ト
と
ハ
ー
プ
の

　

佐
呂
間
高
校
吹
奏
楽
局
は
11

月
18
日
に
東
京
都
尚
美
バ
リ
オ

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
第
24
回
日

本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国

大
会
に
出
場
し
、
見
事
、
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

み
、
と
い
う
思
い
切
っ
た
編
成
も
あ
り
ま

し
た
。
佐
呂
間
高
校
は
、
楽
器
の
持
ち
替

え
に
よ
り
、
10
人
で
20
種
類
以
上
の
楽
器

を
奏
で
て
音
楽
に
豊
か
さ
を
出
し
ま
し

た
。
楽
器
の
中
に
は
、
古
く
に
学
校
で
使

わ
れ
て
い
た
チ
ャ
イ
ム
用
の
鐘
や
調
理
器

具
の
ボ
ー
ル
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
も
使

用
し
ま
し
た
。

　

審
査
講
評
で
は
全
項
目
で
最
高
評
価

の
Ａ
評
価
を
獲
得
し
、
審
査
員
か
ら
は

「
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な

演
奏
」「
各
曲
の
雰
囲
気
が
よ
く
出
て
お

り
、
劇
の
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
」な
ど
と

高
く
評
価
さ
れ
、「
表
現
力
に
磨
き
を
か
け

る
」と
い
う
全
国
大
会
に
向
け
た
取
り
組

み
が
実
を
結
び
ま
し
た
。

　

結
果
発
表
で
は
、
緊
張
の
あ
ま
り
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
事
に
気
付
か
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。
大
舞
台
で
の
重
圧
を
は
ね
の

け
、
自
分
達
の
音
楽
を
全
て
出
し
切
れ
る

彼
女
達
の
精
神
力
の
強
さ
が
伺
え
ま
す
。

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

　

今
大
会
で
演
奏
し
た
曲
は
、
チ
ャ
ッ
プ

リ
ン
の
代
表
作
で
あ
る
映
画「
モ
ダ
ン
・

タ
イ
ム
ス
」の
挿
入
曲
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
。

顧
問
の
山
本
先
生
は
「
い
か
に
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
豊
か
に
演
奏
で
き
る
か
に
重
点
を
置

い
た
」と
話
し
、
映
画
の
情
景
な
ど
を
音

だ
け
で
表
現
す
る
た
め
に
、
全
員
で
モ
ダ

ン
・
タ
イ
ム
ス
を
鑑
賞
す
る
な
ど
し
て
、

曲
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。ま
た
、一
人

ひ
と
り
が
曲
の
雰
囲
気
に
合
う
音
色
を
追

求
し
日
々
の
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

審
査
講
評
は
オ
ー
ル「
Ａ
」

私たちの音楽で恩返しがしたい

佐呂間高校吹奏楽局
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なさまへの感謝の気持ちを忘れず、私た

全国
大会

伊奈　音葉　局長

　私たち吹奏楽局は１１月１８日に尚美バリ
オホールで行われた日本管楽合奏コンテスト
の全国大会に出場しました。結果は１６校中
６校に選ばれ、最優秀賞を受賞することがで
きました。今回の舞台でしか味わうことので
きない少人数の魅了や個々の強みを間近で感
じることができ、私たちの可能性を広げてく
れた大会になりました。そして、これまでに
ご支援や応援をしてくださった佐呂間町のみ

なさまへの感謝の気持ちを忘れず、私た

石川さんはメインのフルートを含
めて４種類を担当。サブの楽器の
中には面白い音を奏でるものも
あり、曲のアクセントとして
重要な役割を果たす

ちの音楽で恩返しができるよう日々練
習に励みたいと思います。本当にあり

　

今
大
会
を
通
し
て
、
自
分
達
よ
り
少
人
数

で
素
晴
ら
し
い
音
楽
を
奏
で
る
高
校
を
目
の

当
た
り
に
し
、
自
分
達
の
音
楽
に
も
ま
だ
ま

だ
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
感
じ
た

そ
う
で
す
。
現
在
の
吹
奏
楽
局
の
目
標
は
、

「
一
人
ひ
と
り
の
音
に
磨
き
を
か
け
る
」

　

伊
奈
局
長
は「
自
分
達
の
音
楽
を
聴
い
た

人
が
明
る
く
楽
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
音
楽
を
目
指
し
た
い
」と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
結
果
に
満
足
す
る
こ
と
な

く
、
自
分
の
音
と
真
摯
に
向
き
合
う
彼
女
達

の
ひ
た
む
き
な
姿
勢
が
素
晴
ら
し
い
音
を
奏

で
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
分
達
の
音
と
向
き
合
う

がとうございました。これからも応
援よろしくお願いします。

写真後列左から、青野未来さん、石川陽捺さん、伊奈音葉局長、橋本芽育さん、宮下麻衣さん、海老名佑香さん
　　前列左から、顧問の山本真平先生、木舩紗綾さん、中道唯さん、石川琴音さん、住吉明さん

音届けコンサート

　１２月１２日～１４日まで行われた音届けコン
サートの町民センターでの最終公演の様子の一部
を写真とともにお届けします！

　佐呂間高校卒業生で打楽器奏者として活躍する
石川慎也さんのティンパニ独奏は圧巻でした。自
分の周りを取り囲むように５台のティンパニを並
べ、素早い手さばきで奏でられる重低音は何とも
いえない迫力でした。「町民のみなさんの応援が
あってここまで成長できた」と話し、感謝の気持
ちが込められた迫力ある演奏に観客は魅了されま
した。

　３年生にとっては最後の演奏となった「モダン・
タイムス　セレクション」。大会に向けて練習を
重ね、何度も演奏してきた思い入れのある曲です。
　演奏では、どこからともなく色んな音が聞こえ
てきて、とても１０人で演奏しているとは思えな
いような厚みのある演奏でした。
　３年生の３年間の思いとその思いを受け継いだ
２年生の気持ちが溢れ出る素晴らしい演奏に、多
くの人が胸を打たれました。
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お　と　ど


